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Wer sind die Peiniger des heiligen Antonius? 
– Versuch einer Deutung des Lisaboner Triptychons
Hiromi Kigawa-Schlecht
Abstract
  Hieronymus Boschs Triptychon Die Versuchung des heiligen Antonius gilt als 
Paradebeispiel für die Fülle und Vielfalt der Darstellung dämonischer Figuren 
und Fabelwesen, für die der Maler weithin bekannt ist. Auftraggeber und 
Verwendungszweck des Werkes liegen im Dunkeln, doch lassen die zahlreichen 
angefertigten Kopien darauf schließen, dass sich das dreiflügelige Gemälde schon kurz 
nach seiner Entstehung größter Beliebtheit erfreute. Die Figur des heiligen Antonius, 
bekannt als Schutzpatron gegen den als "Antoniusfeuer" bezeichneten Ergotismus, 
findet sich in zahlreichen zeitgenössischen Darstellungen als Zeichen der Hoffnung 
für die Genesung von dieser Krankheit, nicht jedoch bei Hieronymus Bosch. Das 
jegliche Fehlen einer Verknüpfung dieser Krankheit mit der Figur des Heiligen lässt 
vermuten, dass Boschs Intention eine andere war. Das Haus Burgund wies seit alters 
eine tiefe Affinität zu Antonius auf, und auch im Volk wurde der Heilige innig verehrt. 
Die Tatsache, dass sich unter den zahlreichen dämonischen Figuren des Werkes 
nicht wenige finden, welche die Kirche als institutionelle Macht spöttisch aufs Korn 
nehmen, gibt Anlass zu der Vermutung, dass das Triptychon nicht von der Kirche oder 
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einer geistlichen Stiftung, sondern vielmehr von einer Person des profanen Lebens in 
Auftrag gegeben wurde. Die in der knienden Gestalt des Heiligen sich ausdrückende 
"Nachfolge Christi" mag dem burgundischen Volk als Vorbild für das geduldige 
Ertragen des Leides gedient haben, dem es sich im Zuge der Einverleibung durch das 






























代測定では 1495 年～ 1501 年とされ、大方の意見は 1504 年～ 1505 年頃で一致している 3。
作品の注文主や設置場所などの記録は残っていない。かつてはポルトガルの人文主義者、
ダミアーノ・デ・ゴイスによって、この三連画がポルトガルにもたらされたと考えられて











術館は、ポルトガル王家のコレクションが礎となっているのだが、1869 年と 1872 年の国
王ルイス 1世の所蔵目録にはこの作品と思われるようなものがないためである 5。王室ギャ
ラリーのキュレーターであったマルシアーノ・デ・シルヴァが、1872 年にルイ 1 世へ送っ
た手紙の中で、「スペインより到着した、デューラーと同時代の幻想的な作品」を手に入
れたことを報告している 6。しかし、この記録も決定的な証拠ではない。この作品に関す
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多く出版された。アタナシウスに基づくラテン語や俗語の『教父伝』は、1480 年に翻訳
がゴーダ（ハウダ）でヘラールト・リーウによって出版されている 18。『黄金伝説』は、


































































































































釈されている。アタナシウスの記述では、女の姿で誘惑する悪魔（5 章 5 節）、女性に対
する情欲への戒め（19 章 5 節）、女の姿に変身する悪魔（23 章 3 節）が肉欲と関わってお
り、悪魔は「夜中に女に変身し、アントニウスを誘惑するために、あらゆる面で女のよう
に振る舞うことまで（第 5 章 5 節）」おこなったという 51。




























酒」ではなく、アタナシウスによるアントニウス伝 11 ～ 12 章に記された「金と銀の誘惑」
を暗示している、と単純に判断することも可能なのである 60。


































むけてみたい。第 1 場面の鞭打たれたキリストの皮膚［図 6］は病気の症状を思わせ、患
者は自らの苦しみと主の受難を重ね合わせたことだろう。疫病との関わりは、開扉時の第




















































































とおりだが、1505 年の 12 月、ブリュージュに滞在していたフィリップは、父である神聖ロー
マ皇帝マクシミリアン 1 世のために「大三連画、油彩で鮮やかに描かれている、主題は聖
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　多数のコピーの中には祭壇画として礼拝堂に置かれたものがあったかもしれない。しか
し、この作品と疫病の関わりが薄いならば、アントニウス修道会が好んで模写をつくらせ
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2013), pp. 246-247.
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この時期すでにマリア 2 世は死去し、息子のルイス 1 世が国王となり、フェルナンド 2 世は摂
政となっていた。Cf. Fischer 2013, p. 247.
6　 Caetano, art. cit., p. 80.
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図 1　 ヒエロニムス・ボス、《聖アントニウスの誘惑》（開扉時）、1504-05 年頃、リスボン国立考古美
術館
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図 11 ネーデルラントまたはフランス、《聖アントニウスの誘惑》、1550 年
頃、エル・エスコリアル宮殿
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図 12  図 11 部分
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図 16  ボス、《聖アントニウスの誘惑》、中央パネル（部分）
図 17  ボス、《聖アントニウスの誘惑》、
中央パネル（部分）
図 19  ボス、《最後の
審判》、外翼パ
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図 21  ボス、《干草車》、中央パネル（部
分）、マドリード、プラド美術
館
図 23  図 22 部分
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図 28  ボス、《最後の審判》（開扉時）、ウィーン美術大学付属美術館
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図 29  図 28 部分
図 31  ボス、《聖アントニウスの誘惑》、中央
パネル（部分）









図 32 ボス、《快楽の園》（中央パネル部分）、16 世
紀初頭、マドリード、プラド美術館
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図 33  アドリアン・ファン・ヴェーゼル《ティブルの巫
女の託宣を受けるアウグストゥス》、1475-1477 年
頃、セルトーヘンボス、聖母マリア兄弟会
図 35  ボス、《聖アントニウスの誘惑》、中央パネル（部分）
図 34 ボス、《マギの礼拝》、中央パネ
ル（部分：半裸の男）、マドリー
ド、プラド美術館

